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人権尊重都市鳥取市の実現をめざして人権尊重都市鳥取市の実現をめざして
問 本庁舎人権推進課 本庁舎人権推進課  08570857--3030--8071 8071  0857 0857--2020--33945945
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〜アンケートに見る男女共同参画の意識・実態〜
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令
和
元
年
11
月
～
12
月
に
、
市
民
２
０
０
０
人
と
企
業
５
０
０
社
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
主
な

も
の
を
５
年
前
の
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
紹
介
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ま
す
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※
調
査
結
果
の
全
容
は
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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問 本庁舎男女共同参画課 本庁舎男女共同参画課  08570857--3030--8076 8076  0857 0857--2020--33945945
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